
…12ふじみ野市議会だより第８号〔H19.11.1発行〕

一 般 質 問

に
は
、
要
綱
で
は
規
制
が
十
分
に

及
び
ま
せ
ん
。
良
好
な
環
境
を
守

る
た
め
努
力
し
た
い
。

大
型
店
の
地
域
協
力
を
　

強
め
る
指
導
を

問
　
　

塚
越
　

　
防
災
、
消
費
者
活

動
、
地
域
雇
用
、
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
を
は
じ
め
、
町
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

な
ど
、
地
域
と
の
協
力
関
係
を
強

め
る
指
導
を
。

答
　
十
九
の
市
内
大
型
店
の
う

ち
、
十
一
店
舗
が
地
元
商
工
会
に

加
入
し
て
い
ま
す
。
国
の
指
針
に

基
づ
き
、
県
は
本
年
十
一
月
に﹁
大

型
店
、
チ
ェ
ー
ン
店
の
地
域
商
業

貢
献
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
﹂

を
策
定
予
定
な
の
で
、
協
力
体
制

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ワ
ン
ル
ῴ
ム
マ
ン
シ
奣
ン

規
制
を

問
　
　

塚
越
　

　
条
例
に
よ
る
誘
導

型
の
規
制
と
、
ご
み
対
策
の
強
化

を
。

答
　
規
制
は
市
要
綱
を
全
域
適
用

に
改
正
す
る
予
定
で
す
。

苗
間
神
明
神
社
脇
の
　
　

都
市
計
画
道
路
整
備
を

問
　
　

神
木
　

　
生
活
道
路
に
通
過

車
両
が
増
加
し
大
変
危
険
。
早
期

の
整
備
を
望
む
。

答
　﹁
ま
ち
づ
く
り
調
査
﹂
の
方
針

を
受
け
、
埼
玉
県
と
協
議
し
て
い

ま
す
。
整
備
に
つ
い
て
は
、
財
政

的
に
可
能
な
状
況
に
な
れ
ば
早
期

に
整
備
し
た
い
。

答
　
国
の
基
準
に
従
い
施
工
し
て

い
る
の
で
、
対
応
可
能
と
考
え
ま

す
。
道
路
経
歴
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

二
五
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
職
員
で

点
検
し
、
優
先
順
位
を
決
め
修
理

し
ま
す
。
現
状
は
二
割
も
で
き
て

い
ま
せ
ん
。

道
路
舗
装
の
修
繕
を

問
　
　

有
山
　

　
鶴
ヶ
岡
三
丁
目
地

内
南
北
道
路
の
う
ち
、
大
変
に
傷

み
が
激
し
い
部
分
の
修
繕
は
。

答
　
舗
装
の
ひ
び
割
れ
が
著
し
い

道
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。
来
年
度
予

算
の
中
で
計
画
を
し
て
い
き
た
い
。

事
故
多
発
地
点
に
　
　
　

集
中
対
策
を

問
　
　

堀
口
　

　
同
じ
箇
所
で
繰
り

返
し
事
故
が
起
き
て
い
る
。
市
と

し
て
掌
握
と
分
析
を
し
、
集
中
的

な
対
策
を
と
る
べ
き
だ
。

答
　
現
状
は
す
べ
て
の
事
故
情
報

を
入
手
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

警
察
と
協
議
し
て
対
応
で
き
な
い

か
検
討
し
ま
す
。

駒
林
地
区
の
　
　
　
　
　

児
童
安
全
対
策
は

問
　
　

小
川
　

　
駒
林
地
域
に
お
い

て
、
開
発
や
整
備
が
進
ん
で
交
通

量
も
増
え
て
い
る
が
、
県
道
北
側

安全

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
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県
道
の
歩
道
整
備
を
早
急

に
問
　
　

加
藤
　

　
県
道
の
歩
道
整
備

は
、﹁
安
全
・
安
心
﹂
の
た
め
に
も

県
に
急
ぐ
よ
う
に
要
請
し
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
中
央
通
り
の
交
差
点

を
改
良
し
、
渋
滞
の
防
止
を
図
っ

て
ほ
し
い
。

答
　
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
か
ら

り
そ
な
銀
行
ま
で
の
歩
道
拡
幅
事

業
計
画
は
、
現
在
予
定
の
三
八
％

の
買
収
率
で
す
。
今
後
、
踏
切
前

後
の
拡
幅
の
整
備
を
市
が
協
力
し

て
買
収
を
急
い
で
い
ま
す
。
ま
た
、

中
央
通
り
交
差
点
も
買
収
が
進
行

中
で
す
が
、
県
と
警
察
で
交
差
点

改
良
、
信
号
機
の
移
設
を
協
議
し

て
い
ま
す
。

大
井
地
域
の
親
水
公
園
脇

道
路
延
長
の
方
針
は

問
　
　

新
井
　

　
大
井
地
域
の
親
水

公
園
脇
一
六
メ
ー
ト
ル
道
路
延
長

の
課
題
は
、
弁
天
の
森
の
横
断
と

東
台
小
学
校
北
側
の
交
差
点
。
今

後
の
整
備
方
針
は
。

答
　
現
時
点
で
は
、
具
体
的
な
整

備
時
期
、
手
法
な
ど
は
確
定
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
結
果
と
し
て
、
東

台
小
学
校
北
側
の
市
道
と
の
交
差

点
な
ど
の
課
題
は
、
整
理
す
る
こ

と
が
難
し
い
。
今
後
策
定
す
る
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
中

で
、
方
向
性
を
見
出
し
た
い
。

道
路
舗
装
は
現
行
の
厚
み

で
よ
い
の
か

問
　
　

田
村
　

　
道
路
の
ひ
び
割
れ

状
態
が
目
立
つ
。
自
動
車
の
重
量

化
に
伴
い
、
現
行
の
舗
装
の
厚
み

で
対
応
が
可
能
か
。
ま
た
、
補
修
改

修
の
基
準
は
、
道
路
す
べ
て
に
、
い

つ
ど
こ
を
改
良
・
改
修
し
た
と
い

う
道
路
経
歴
が
必
要
と
考
え
る
が
。

は
旧
来
の
ま
ま
。
児
童
等
の
安
全

対
策
は
。

答
　
都
市
計
画
の
中
で
対
応
。
点

検
し
て
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
改

善
し
ま
す
。
通
学
路
の
安
全
確
保

は
、
交
通
事
情
を
把
握
し
て
対
応

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ト
ῴ
ヨ
ῴ
カ
ド
ῴ
通
り

の
横
断
歩
道
と
防
犯
灯
は

問
　
　

　
　
　

　
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
通
り
の
横
断
歩
道
、
防
犯
灯

の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
。

答
　
横
断
歩
道
に
つ
い
て
は
、
押

し
ボ
タ
ン
信
号
機
の
設
置
を
東
入

間
警
察
署
に
申
請
し
ま
す
。
防
犯

灯
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ー
カ
ド
ー
側

歩
道
に
設
置
を
し
ま
す
。

火
災
警
報
機
設
置
で
は
　

低
所
得
者
対
策
を

問
　
　

足
立
　

　
来
年
六
月
か
ら
義

務
化
さ
れ
る
火
災
警
報
機
設
置
に

つ
い
て
、
ふ
じ
み
野
市
で
は
低
所

得
者
対
策
を
講
じ
、
必
要
個
数
分

の
保
障
を
。

答
　
障
が
い
者
と
、
一
人
暮
ら
し

で
六
十
五
歳
以
上
の
場
合
は
、
福

祉
生
活
用
具
給
付
事
業
で
対
応
し

ま
す
。
義
務
化
に
よ
る
必
要
分
の

給
付
は
検
討
し
ま
す
。
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一 般 質 問

水
天
宮
公
園
の
災
害
用
井

戸
を
普
段
も
使
用
可
能
に

問
　
　

野
沢
　

　
ふ
じ
み
野
市
谷
田

の
水
天
宮
公
園
の
災
害
用
の
井
戸

は
、
フ
ェ
ン
ス
で
囲
わ
れ
て
い
て

使
用
で
き
な
い
。
普
段
も
使
用
す

る
よ
う
に
す
べ
き
だ
。

答
　
一
年
に
一
回
点
検
を
し
て
い

ま
す
。
普
段
も
使
え
る
か
ど
う
か

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

耐
震
診
断
を
増
や
し
て

問
　
　

岩
崎
　

　
中
越
沖
地
震
で
、

家
の
全
壊
な
ど
大
き
な
被
害
が

あ
っ
た
。
当
市
で
も
、
対
策
と
し

て
家
の
耐
震
診
断
地
域
相
談
会
を

増
や
し
て
ほ
し
い
が
。

答
　
年
二
回
予
定
を
し
て
い
ま
す
。

市
の
地
震
災
害
対
策
は

問
　
　

福
村
　

　
ふ
じ
み
野
市
と
し

て
、
災
害
時
の
応
援
体
制
は
万
全

な
の
か
。

答
　
隣
接
市
や
県
全
体
で
の
相
互

支
援
協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
民
間
企
業
と
食
料
、
飲

料
水
等
支
援
協
定
を
し
て
い
ま
す
。

　
水
道
応
援
体
制
に
つ
い
て
は
、

埼
玉
県
及
び
日
本
水
道
協
会
埼
玉

県
支
部
を
通
じ
、
他
県
の
水
道
事

業
体
に
依
頼
し
、
対
応
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

危
機
管
理
マ
ニ
奛
ア
ル
は

市
職
員
の
議
論
で
つ
く
れ

問
　
　

飯
沼
　

　
平
成
十
九
年
五
月

に
完
成
し
た
﹁
ふ
じ
み
野
市
危
機

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
﹂
の
﹁
職
員
の

行
動
指
針
﹂
等
の
二
節
に
お
い
て
、

外
部
講
師
の
研
修
資
料
か
ら
の
引

用
が
あ
る
が
、
当
市
の
職
員
間
の

議
論
か
ら
つ
く
り
上
げ
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

　
ま
た
、
内
容
と
し
て
も
疑
問
が
あ

り
、
再
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

希
望
の
持
て
る
環
境
を

教育・子育て

答
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
引
用
し
た
文

章
は
、
当
市
の
職
員
全
員
が
研
修

し
た
﹁
危
機
管
理
研
修
﹂
の
レ
ジ
ュ

メ
の
も
の
で
あ
り
、
生
々
し
い
表

現
に
も
感
じ
る
が
、
分
か
り
や
す

く
、
職
員
の
危
機
管
理
意
識
の
醸

成
に
必
要
と
判
断
し
ま
し
た
。

保
育
所
の
民
営
化
は

問
　
　

福
村
　

　
保
育
所
の
民
設
民

営
に
つ
い
て
、
今
後
市
と
し
て
、
保

育
所
の
民
営
化
を
進
め
る
べ
き
だ

が
。

答
　
財
政
面
で
の
配
慮
は
も
と
よ

り
、
職
員
の
定
員
管
理
な
ど
考
慮

し
な
が
ら
、
建
て
替
え
計
画
策
定

の
中
で
検
討
し
ま
す
。

一
時
保
育
の
期
間
延
長
と

保
育
料
の
格
差
是
正
を

問
　
　

伊
藤
　

　
保
育
所
の
待
機
児

童
対
策
と
し
て
、
一
時
保
育
の
利

用
期
間
の
延
長
、
家
庭
保
育
室
と

の
保
育
料
の
格
差
を
な
く
す
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

答
　
一
時
保
育
は
、
仕
事
の
理
由

に
よ
る
利
用
は
六
ヵ
月
で
す
が
、

理
由
に
変
更
の
な
い
場
合
は
、
期

間
の
延
長
も
行
な
い
ま
す
。
時
間

外
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
の

活
用
を
。
保
育
料
の
格
差
は
、
家

庭
保
育
室
利
用
者
へ
軽
減
を
行

な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
状
は
差
額

が
あ
る
の
で
、
今
後
も
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

乳
幼
児
医
療
費
の
無
料
化

を
問
　
　

岸
川
　

　
医
療
費
が
か
さ
む

の
で
子
ど
も
た
ち
が
体
調
不
調
を

訴
え
て
も
、
病
院
へ
行
く
の
を
た
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